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新
年
に
入
っ
て
い
き
な
り
の
爆
弾
低
気

圧
、
そ
し
て
停
電
。
翌
日
に
は
15
年
ぶ
り
の

大
雪
。
世
は
正
に
丑
年
、
車
は
牛
歩
の
ご
と

き
で
道
路
は
大
渋
滞
。
我
が
街
が
雪
国
だ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
な
い
新
年
早
々
で
し
た

が
、
今
回
は
既
に
懐
か
し
さ
す
ら
感
じ
る
昨

年
を
振
り
返
っ
て
、
心
に
残
る
こ
と
や
明
徳

館
の
活
動
の
一
端
な
ど
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

現
在
も
未
だ
収
束
す
る
気
配
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
昨

年
４
月
に
全
国
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
閉

館
し
た
以
外
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
開
館
を
続
け
て
い
ま
す
。
閉
館
期
間
は

３
週
間
で
し
た
が
、
何
人
も
の
利
用
者
か
ら

開
館
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
改
め
て
図
書
館
で
の
時
間
が
利
用
者
の

生
活
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
実
感
。
市
民
に

と
っ
て
自
宅
で
も
職
場
で
も
な
い
居
心
地
の

い
い
第
三
の
場
所
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し

て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
努
め
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
明
徳
館
で
は
図
書
資
料
の
収
集
や

本
の
貸
出
し
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
ほ
か
に
、

館
内
で
テ
ー
マ
を
設
け
た
企
画
展
示
や
市
民
文

化
講
座
、
子
ど
も
向
け
の
本
の
読
み
聞
か
せ
等

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
文
化
講
座
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん

の
方
に
受
講
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
に

反
し
て
、
会
場
と
な
る
研
修
ホ
ー
ル
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
る
と
40
人
し
か

受
講
で
き
ず
、
平
常
時
の
半
分
以
下
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
受
講
希
望
者
が

150
人
を
超
え
る
秋
田
ス
リ
バ
チ
学
会
会
長
柳

山
努
氏
の
超
人
気
講
座
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
初
挑
戦
。
経
験
不
足
の

不
安
の
中
、
ど
う
に
か
無
事
成
功
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
有
効
だ
っ
た
事

業
の
一
例
で
す
。

今
後
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
高
齢
者

や
、
ｗ
ｅ
ｂ
環
境
に
無
い
市
民
の
た
め
に
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
市
内
７
か
所
で
リ

モ
ー
ト
で
の
分
散
開
催
な
ど
、
密
を
避
け
明

徳
館
に
来
館
し
な
く
て
も
受
講
で
き
る
体
制

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

は
、
来
館
せ
ず
と
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
仕
組
み
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
紹
介
す
る
の
が
、
館
内
で
の
本
の

企
画
展
示
。
大
小
合
わ
せ
て
年
間
約
80
企
画

を
開
催
し
ま
す
が
、
司
書
ス
タ
ッ
フ
は
毎
回

苦
心
し
て
、
旬
な
話
題
や
現
代
の
重
点
課
題

等
に
つ
い
て
テ
ー
マ
を
決
定
し
ま
す
。

手
前
味
噌
で
す
が
、
そ
の
中
で
秀
逸
だ
っ

た
一
つ
が
秋
の
読
書
週
間
に
開
催
さ
れ
た

「
新
聞
連
載
小
説
を
読
む
！
～
明
治
か
ら
現

代
ま
で
～
」
で
す
。
明
治
か
ら
現
代
ま
で
に

掲
載
さ
れ
た
29
の
連
載
小
説
と
そ
の
作
家
25

人
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
所
蔵
し
て
い
る
関

連
図
書
を
展
示
・
貸
出
し
ま
し
た
。

各
年
代
で
主
だ
っ
た
も
の
を
紹
介
す
る

と
、
明
治
30
年
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
尾

崎
紅
葉
著
「
金
色
夜
叉
」。
大
正
９
年
大
阪

朝
日
新
聞
ほ
か
の
菊
池
寛
著
「
真
珠
夫
人
」。

昭
和
３
年
大
阪
毎
日
新
聞
ほ
か
の
谷
崎
潤
一

郎
著
「
蓼
喰
ふ
虫
」、
昭
和
22
年
朝
日
新
聞

の
石
坂
洋
次
郎
著
「
青
い
山
脈
」、
昭
和
39

年
朝
日
新
聞
の
三
浦
綾
子
著
「
氷
点
」、
昭

和
56
年
毎
日
新
聞
の
渡
辺
淳
一
著
「
ひ
と
ひ

ら
の
雪
」。
平
成
に
入
る
と
平
成
21
年
秋
田

魁
新
報
ほ
か
の
池
井
戸
潤
著
「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
・
ゲ
ー
ム
」。
令
和
で
は
令
和
２
年
２

月
か
ら
秋
田
魁
新
報
掲
載
中
の
宮
部
み
ゆ
き

著
「
三
島
屋
変
調
百
物
語 

よ
っ
て
件
の
ご

と
し
」
で
す
。

も
ち
ろ
ん
明
徳
館
に
記
念
室
が
あ
る
石
川

達
三
氏
の
作
品
も
昭
和
32
年
朝
日
新
聞
の

「
人
間
の
壁
」
ほ
か
４
作
品
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。

新
聞
小
説
は
時
代
を
映
す
鏡
で
す
。
ま

た
、
読
み
手
に
も
そ
の
時
代
時
代
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
懐
か
し
ん
で
本
を
手
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
利
用
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
に
は
、
明
治
時
代
か
ら
現
代
ま

で
の
新
聞
紙
面
紹
介
も
あ
り
、
思
い
が
け
ず

各
時
代
の
記
事
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

最
後
に
、
私
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
関
連
し
た

２
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
１
冊
目
は
カ

ミ
ュ
著
「
ペ
ス
ト
」。
昨
年
４
月
頃
か
ら
再

び
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。
ペ
ス
ト
の
蔓
延
し

た
街
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
、
不
条
理
の
前

に
個
人
の
幸
福
追
求
と
誠
実
と
の
葛
藤
。
私

の
読
解
力
で
は
少
し
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
読
み
通
し
て
み
る
と
現
在

と
状
況
が
酷
似
し
て
共
感
を
覚
え
ま
す
。
も

う
１
冊
は
楡
周
平
著
「
サ
リ
エ
ル
の
命
題
」。

強
毒
性
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

を
復
讐
に
利
用
。
ワ
ク
チ
ン
の
無
い
中
、
感

染
拡
大
の
恐
怖
が
襲
い
ま
す
。
日
本
の
保
険

医
療
や
社
会
保
障
制
度
ま
で
問
題
提
起
し
た

１
冊
で
す
。

ど
ち
ら
も
明
徳
館
に
所
蔵
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
時
に
で
も
ゆ
っ
く
り

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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本
年
度
の
市
民
文
化
講
座
「『
地
形
』

で
実
感
！
秋
田
に
残
る
『
江
戸
の
面
影
』」

と
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
見
た
秋
田
」

に
お
い
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配

信
を
行
い
ま
し
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
世
界
最
大
の
動
画

共
有
サ
ー
ビ
ス
で
、
誰
で
も
自
分
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
開
設
し
動
画
を
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
動
画
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
原
則
と
し

て
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
視
聴
が
可
能

で
す
。
こ
の
た
め
、
今
日
で
は
個
人
だ
け

で
な
く
、
省
庁
や
自
治
体
、
大
企
業
な
ど

も
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
広
報
に

利
用
し
て
い
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
通
常
の
動
画
は
、

事
前
に
編
集
し
た
も
の
を
公
開
す
る
い
わ

ば
録
画
放
送
で
す
が
、
実
況
中
継
の
よ
う

に
今
撮
影
し
て
い
る
映
像
を
そ
の
ま
ま
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
が
市
民
文

化
講
座
で
行
っ
た

「
ラ
イ
ブ
配
信
」で
す
。

１
階
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
「
調
べ

学
習
に
役
立
つ
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
、
小
学
校
の
夏
休
み
課

題
や
自
由
研
究
の
役
に
立
つ
図
書
、
読
書

に
お
す
す
め
の
図
書
な
ど
の
展
示
、
貸
出

し
を
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に

よ
っ
て
例
年
よ
り

夏
休
み
が
短
め
で

し
た
が
、
早
い
時

期
か
ら
子
ど
も
た

ち
が
学
習
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら

れ
、
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
に
分
け
た

図
書
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、興
味
を
持
っ

て
読
書
に
親
し
ん

で
い
る
よ
う
で
し

た
。今

後
も
図
書
館

の
利
用
が
充
実
し

た
夏
休
み
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

調
べ
学
習
に
役
立
つ

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジコ

ー
ナ
ー

◦
開
催
日

：

令
和
２
年
７
月
14
日（
火
）～

　
　
　
　
　

令
和
２
年
８
月
23
日（
日
）

市
民
文
化
講
座
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信

Ｑ．視聴に申込みは必要？

Ａ．必要ありません

Ｑ．ＩＤやパスワードなどは必要？

Ａ．必要ありません

Ｑ．視聴できる人数に制限はある？

Ａ．何人でも視聴できます

◦「YouTube Perfect GuideBook」　
　.................................. タトラエディット／著　ソーテック社　（007.35）　
◦「これからのテレワーク」.................片桐あい／著　自由国民社　（336）
◦「Zoom 基本＆便利技」.................. マイカ／著　技術評論社　（007.35）
◦「『自宅オフィス』のととのえ方」...............................主婦の友社　（597）
◦「オンライン・セミナーのうまいやり方」
　.............. 高橋龍征／著　クロスメディア・パブリッシング　（007.35）　

URLをクリックするとYouTubeに接続し待機
映像が表示される。
配信が開始されると、会場カメラからの中継映
像が視聴できる。

中央図書館明徳館のYouTubeライブ配信視聴の流れ

もっと知りたいあなたに
リモートワーク、zoom会議、無観客配信…etc. がわかる本

YouTubeライブ配信 Ｑ＆Ａ

市立図書館ホームページと秋田市公式Twitter
にURLが公開される。
配付資料がある場合は、ホームページからダウ
ンロードする。



－ 3 －

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の
会
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
お
は
な

し
会
に
は
、
13
組
の
親
子
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

演
目
は
、
食
欲
の
秋
に
ち
な
み
、
大
型

紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、「
お

い
し
い
お
話
」
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
人
形

劇
『
お
お
き
な
か
ぶ
』
で
は
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に「
う
ん
と
こ
し
ょ
、ど
っ

こ
い
し
ょ
」と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
手
作
り
の

マ
ス
コ
ッ
ト
も
配
ら
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

会
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
毎
週
土

曜
日
午
後
２
時
か
ら
明
徳
館
親
子
コ
ー

ナ
ー
で
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で

の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
お
は
な
し

の
会
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
楽
し
い

お
話
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

こ
ち
ら
に
も
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

こ
の
講
座
は
市
民
交
流
サ
ロ
ン
と
の
共

催
で
行
い
ま
し
た
。
午
前
と
午
後
の
部
を

合
わ
せ
て
、
市
内
の
小
学
生
14
名
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
『
自

分
か
ら
進
ん
で
お
こ
な
う
活
動
』で
あ
り
、

褒
め
ら
れ
る
こ
と
や
評
価
を
期
待
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
す
」
と
い
う
解
説
。
次

に
、
図
書
館
の
大
事
な
業
務
の
一
つ
で
あ

る
書
架
整
理
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
図
書
館
特
有
の
並
べ
方
を
勉
強
し
た

あ
と
、
い
ざ
実
践
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
職
員
に
聞
き
な
が
ら
、
収
ま
る
べ
き
と

こ
ろ
へ
本
を
戻
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
体

験
は
、
図
書
館
へ
来
て
、
本
を
探
す
と
き

に
役
に
立
ち
ま
す
。

作
業
が
終
わ
っ
た
後
は
、
先
輩
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
間
。

皆
さ
ん
、
実
際
体
験
し
て
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
、
積
極
的
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

書
架
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
日

は
、
毎
週
火
、
土
、
日
曜
日
で
す
。

１
回
目
は
「
多
読
っ
て
、
何
？
」、
２

回
目
は
「
多
読
を
続
け
る
コ
ツ
」
と
題
し
、

全
２
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

は
、
秋
田
市
内
で
英
会
話
ス
ク
ー
ル
「
大

人
の
あ
そ
ま
な
び
ば
ｅ
ｎ
」
を
主
宰
し
て

い
る
山
田
佐
和
子
氏
。
参
加
者
は
中
学
生

か
ら
大
人
ま
で
20
名
で
し
た
。

多
読
英
語
と
は
、
絵
本
の
よ
う
な
簡
単

な
洋
書
か
ら
読
み
始
め
、
少
し
ず
つ
レ
ベ

ル
を
あ
げ
な
が
ら
、
多
く
の
洋
書
を
読
み

進
め
て
い
く
学
習
方
法
。「
英
語
は
英
語

の
ま
ま
理
解
す
る
」「
７
～
９
割
の
理
解

度
で
読
む
」「
つ
ま
ら
な
け
れ
ば
、
あ
と

ま
わ
し
」と
い
う
多
読
３
原
則
を
守
っ
て
、

わ
か
ら
な
い
単
語
が
あ
っ
て
も
辞
書
で
調

べ
ず
に
進
め
て
い
く
と
、
理
解
で
き
る
語

彙
数
が
増
え
て
い
く
よ
う
に
作
ら
れ
た
テ

キ
ス
ト
を
使
用
し
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
講
師
が
初
級
レ
ベ
ル
の

絵
本
を
紹
介
し
て
か
ら
、
各
自
が
自
分
の

レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
本
を
選
ん
で
読
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
読

ん
だ
本
の
感
想
や
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を

話
し
合
う
時
間
で
は
、
個
々
の
学
習
経
験

を
交
え
た
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
講
師
か

ら
は
、
継
続
す
る
た
め
の
「
楽
し
み
な
が

ら
学
習
す
る
」
ノ
ウ
ハ
ウ
が
伝
授
さ
れ
ま

し
た
。

明
徳
館
の
洋
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
絵
本

か
ら
小
説
ま
で
、
多
読
学
習
に
役
立
つ
英

語
テ
キ
ス
ト
が
約
700
冊
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

明
徳
館　

子
ど
も
広
場

◦
開
催
日
時

：

令
和
２
年
９
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
11
時
40
分

小
学
生
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

「
書
架
整
理
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」

◦
開
催
日
時

：

令
和
２
年
11
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
民
文
化
講
座

「
は
じ
め
て
の
多
読
英
語　

～
図
書
館
で
た
く
さ
ん
の
英
語
に
触
れ
よ
う
～
」

◦
開
催
日
時

：

令
和
２
年
10
月
17
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
11
月
７
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
12
時

明徳館洋書コーナー
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こどもの読書週間資料展示
「本ではぐくむ こどものこころ」

◦５／１２～５／３１
乳幼児の発達段階に合わせて、絵
本を中心に展示。また、小学生向
けに昨年度の小学生の選書体験で
選ばれた本を紹介。

資料展示
「男女共同参画週間パネル展」

◦６／１６～６／２８
◦連携：生活総務課
男女共同参画週間に合わせて、紹
介パネルの展示、関連図書の展示・
貸出し。

資料展示
「調べ学習に役立つ
夏休みチャレンジコーナー」
◦７／１４～８／２３
夏休みの課題や自由研究の題材
となるような図書の展示・貸出し。

石川達三記念室
「第１回芥川賞正賞懐中時計

特別展示」

◦７／１～７／１２、
　１／２６～２／７
第１回芥川龍之介賞の正賞である懐中
時計を１階カウンター前に展示。

「中学生の選書体験」

◦９月～１２月
司書が行ってい
る選書と同様の
手順で、本を選
ぶ体験。

「明徳館子ども広場」

◦９／２７
人形劇「おおきなかぶ」、ブラック
パネルシアター「ハッピーバースデ
イおつきさま」、エプロンシアター

「はらぺこあおむし」などの上演。

「小学生の選書体験」

◦８／２、８／９、
　８／１６
５、６年生の図書委員を
中心に、学校図書室に置
きたい本を選ぶ。

資料展示
「第２次健康あきた市２１

（栄養・食生活）パネル展」

◦９／８～９／２９
◦連携：保健予防課
食生活に関するパネルの展
示、関連図書の展示・貸出し。

「書架整理と
ボランティア体験」

◦１１／３
◦連携：市民交流サロン
書架整理体験やボランティ
アへのインタビュー。

「訪問おはなし会
－読書週間－」

◦１０／２７～１１／９
期間中の平日に、子ども
たちのいる施設で「おは
なし会」を開催。

「図書館のお仕事たいけん」

◦１２／２０
児童コーナーの書架整
理、カウンター業務、お
すすめ本の展示コーナー
作りを体験。

企画資料展
「イザベラ・バードの足跡をたどる

 in 図書館」

◦２／２～２／２８
秋田魁新報の連載「新あきた紀行 イザベラ・
バードの足跡をたどる」の連載紙面と未掲載
の写真を展示し、あわせてバードの著作「日
本奥地紀行」などの関連図書の展示・貸出し。

夏休み子ども講座
「切り紙でデザインする

ステンシルマイバッグづくり講座」
◦８／４
布バッグに自分で切り抜いた紙を
配置し、染色してオリジナルのマ
イバッグを製作する。

資料展示
「世界アルツハイマー月間関連展示」

◦９／８～９／２９
◦連携：長寿福祉課
世界アルツハイマー月間に合わせて、
ポスター展示、関連図書の展示・貸出し。

読書週間企画資料展
「新聞連載小説を読む！～明治から現代まで～」

◦１０／１～１１／１５
明治から現代までに新聞各紙で掲載された連載小
説やその作家と石川達三の連載小説をパネルで紹
介し、所蔵している関連図書を展示・貸出し。

市民文化講座
「『地形』で実感！秋田に残る『江戸の面影』」

◦１１／３、１１／４
◦講師：柳山　努氏（秋田スリバチ学会 会長）

地形図・絵図・地図・現在の写真などから、
久保田城下町の痕跡を中心にたどり、今日
の秋田市の成り立ちを読み解く。

資料展示
「若者自立支援事業パネル展」

◦１２／２２～１／１７
◦連携：子ども総務課
若者自立支援に関するパネル
の展示、関連図書の展示・貸
出し。

市民文化講座
「イザベラ・バードが見た秋田」

◦２／１９、２／２０
◦講師：小国　裕実氏（明徳館 元館長）

イギリスの探検家イザベラ・バード
には、当時の秋田はどう映ったのか。
文献を紐解きながら、明治の秋田を
知る。

市民文化講座
「はじめての多読英語

～図書館でたくさんの英語に触れよう～」

◦１０／１７、１１／７
◦講師：山田　佐和子氏（大人のあそまなびばｅｎ）

多読学習の入門講座。他の学習法との違い、自
分のレベルにあわせて読み進めるコツを学ぶ。

資料展示
「消費者生活パネル展」

◦１２／１～１２／２０
◦連携：市民相談センター
消費者被害の防止や消費者問
題に関するパネルの展示、関
連図書の展示・貸出し。

資料展示
「市民サービスセンター

サークル活動作品展示」

◦１／１８～３／１４
◦連携：生涯学習室
各サービスセンターで活動してい
るサークル等の作品展示、関連図
書の展示・貸出し。

令和２年度に中央図書館明徳館で実施したものを紹介します。令和２年度事業


